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取扱内容

学習指導要領の総則

及び各教科の目標，内

容等

○ 連立二元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，文字を用いて数量の関係や法則などを考察する力を育む活動（第２学年）
・運動場のトラッ
クにセパレート
コースをつくる
際のスタート地
点の差を求める

・バスケットボー
ルの３点シュー
トと２点シュー
トの本数を求め
る

・体育大会のトラ
ック競技のレー
ンをつくる際の
スタート位置の
決め方を考える

・封筒１枚と写真
１枚の重さを求
める

・連続する３つの
整数の和に共通
する性質につい
て考える

・11 枚綴りの遊園
地のチケットを
使い切った場合
の乗り物の乗り
方を考える

・連続する３つの
整数の和にどの
ような性質があ
るか予想し，説
明する

・バスケットボー
ルの３点シュー
トと２点シュー
トの本数を求め
る

・カレンダーで，
横に並んだ３つ
の整数の和がど
のような数にな
るか予想し，説
明する

・36 人を３人班と
４人班に分ける

・誕生日を当てる
マジックのしく
みについて説明
する

・クラスの 30 人全
員がどこかの班
に入るように，
職場体験実習の
班をつくる

・陸上トラックの
セパレートコー
スの１周の長さ
の差を求める

・まんじゅうをち
ょうど 32 個買
うための箱数を
求める

○ 平面図形と空間図形についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質や関係を直観的に捉え論理的に考察する力を育む活動（第１学年）
・同じ形に着目し，
新しいしきつめ
模様をデザイン
する

・２種類のテント
の広さを比べる

・卒業生が校庭に
タイムカプセル
を埋めた地点を
求める

・身のまわりの立
体をグループ分
けする

・「麻の葉」と呼
ばれる日本の伝
統的な文様の中
から図形を探す

・身のまわりの立
体を分類する

・宝探しゲームで
宝物がある場所
をどのように見
つけたのか説明
する

・アイスクリーム
の包み紙を開く
ときの図形を考
える

・放牧場から川に
よって小屋へ帰
る道のりが最も
短い場合を求め
る

・いろいろな立体
の形をした水そ
うの容積を調べ
る

・地図や写真など
から直線を探す

・形の特徴に注目
して，いろいろ
な形の建物を探
す

・地図を使って，
写真を撮影した
花だんの場所を
見つける

・建物の形の特徴
について考える

○ 関数 y＝ax2 についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力を育む活動（第３学年）
・斜面を転がる球
の転がり始めて
からの時間と転
がった距離の関
係を表，式で調
べる

・ブレーキ痕が 25
ｍのときの自動
車の走行時の速
さを推測する

・斜面を転がるボ
ールの転がり始
めてからの時間
と距離の関係を
考える

・時速 100 ㎞で走
る自動車の停止
距離を求める

・スキージャンプ
で滑り始めてか
らの時間と滑り
降りた距離の関
係を表やグラフ
で調べる

・自動車がブレー
キをかけたと
き，止まるまで
に進む距離の求
め方を説明する

・斜面を転がる球
の転がり始めて
からの時間と転
がった距離の関
係を表，式で調
べる

・自動車の速さと
制動距離の関係
について考える

・斜面を転がる球
の転がり始めて
からの時間と転
がった距離の関
係を表，式で調
べる

・自動車の速さと
制動距離の関係
について考える

・斜面に沿ってボ
ールを転がした
ときの時間と距
離の関係を表か
ら考える

・自動車の速さと
制動距離の関係
を説明する

・表から，斜面で
ボールを転がし
たときの５秒後
の距離を予想す
る

・紙を２等分する
ように切った回
数と紙の枚数の
関係について考
る

○ データの分布と確率についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，データの分布に着目し，その傾向を読み取り批判的に考察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力を育む活動（第１学年）
・現在のチームと
優勝時のチーム
の 1500ｍ走の
記録を，表やグ
ラフに整理し，
分布の特徴を読
み取る

・Ａ社とＢ社では，
どちらのツアー
の方がクジラに
出会いやすいか
を考える

・クラスの生徒の
「10cm」の長さ
の感覚を紙テー
プを使って調
べ，そのデータ
の傾向を調べる

・コイン，瓶のふ
た，ペットボト
ルのふたの「表
になる場合の起
こりやすさ」を

・２つのクラスの
「ルーラーキャ
ッチ」の記録を
比べ，どちらの
クラスの反応が
速いかを調る

・国勢調査のデー
タを基に，都道
府県の人口の傾
向について話し
合う

・紙コプターの滞
空時間について
の記録を表やグ
ラフに整理し，
分布の特徴を読
み取る

・スキーブーツの
サイズと貸し出
し回数を整理
し，スキーの購
入について考え

・紙ふぶきの滞空
時間についての
記録を表やグラ
フに整理し，分
布の特徴を読み
取る

・まわり将棋にお
いて，駒を投げ
たときのその出
かたの出やすさ
を考える

・過去の気温と天
気のデータから
行きたい場所の
気温について調
べる

・ペットボトルの
キャップを投げ
て，何回表向き
になるか予測す
る

・20 世紀の 100 年
間における平均
気温のデータか
ら平均気温が高
くなってきてい
るか調べる

・ペットボトルの
キャップを投げ
たとき，表向き
と裏向きの出や
すさについて判
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調べる る 断する
○ 主体的・対話的で深い学びの実現に資する学習への対応（第２学年）
・平行線と角の学
習において，角
の大きさを求め
る方法を考え，
求め方を比べ
て，共通点や相
違点について話
し合う

・式と計算の学習
において，文字
を使った式の減
法の計算が間違
っている理由を
説明し，複数の
方法で式の値を
求め，考えを比
べる

・式の利用の学習
において，「連
続する３つの整
数の和は，３の
倍数になる」と
言えるか話し合
い，文字式を使
って説明する

・平行線と角の学
習において，角
の大きさを求め
る方法を考え，
求め方を比べ
て，共通点や相
違点について話
し合う

・図形の性質の利
用の学習におい
て，他者の求め
方について，ど
のように考えた
か説明し，問題
解決の過程を振
り返って，気付
いたことやもっ
と調べてみたい
ことを話し合う

・連立方程式の学
習において，カ
ーネーションと
ユリのセットの
値段を基に，カ
ーネーション１
本あたりの値段
を求める方法を
考え，ユリの数
をそろえるため
の工夫を考える

・式の計算の学習
において，身近
なことがらを数
学の問題にする
ために，条件を
明確にし，式の
意味を読み取っ
て振り返って考
える

内容の構成・排
列，分量等

○ 系統的・発展的に学習できる工夫（第３学年）
・平方根の考えに
よる解法の学習
の後に，因数分
解を利用した解
法の学習

・因数分解による
二次方程式の解
き方の学習の後
に，平方根の考
えを使った二次
方程式の解き方
の学習

・因数分解を使っ
た解き方の学習
の後に，平方根
の考えを使った
解き方の学習

・因数分解を利用
した解法の学習
の後に，二次方
程式の解の公式
による解法の学
習

・平方根の考えに
よる解法の学習
の後に，因数分
解を利用した解
法の学習

・因数分解による
解き方の学習の
後に，平方根の
考えを使った解
き方の学習

・関数 y＝3x2 の学
習の後に，比例
定数を負の数に
広げて考える学
習

○ 内容の分量（前回の教科書からの増量）
・第１学年
324 ページ(約 4％増)

・第２学年
220 ページ(約 4％増)

・第３学年
292 ページ(約 3％増)

・第１学年
324 ページ(ほぼ同様)

・第２学年
250 ページ(ほぼ同様)

・第３学年
302 ページ(ほぼ同様)

・第１学年
328 ページ(約 4％増)

・第２学年
270 ページ(ほぼ同様)

・第３学年
330 ページ(約 6％増)

・第１学年
346 ページ(約 4％増)

・第２学年
278 ページ(約 1％減)

・第３学年
314 ページ(約 3％増)

・第１学年
302 ページ(約 10％減)

・第２学年
238 ページ(約 10％減)

・第３学年
282 ページ(約 12％減)

・第１学年
320 ページ(約 12％減)

・第２学年
270 ページ(約 11％減)

・第３学年
328 ページ(約 11％減)

・第１学年
326 ページ(約 1％増)

・第２学年
266 ページ(約 5％増)

・第３学年
304 ページ(約 3％増)

使用上の配慮等

○ 学習意欲を高める工夫
・「節の導入」，
「○○の利用」
で，生徒の身の
まわりにある題
材を扱う

・MATHCONNECT と
して，「数学」
と「数学・身の
まわり・社会」
とのつながりを
示す

・章や項の導入，
利用の場面で，
学習する課題の
題材を身近なも
のから選択する

・「MATHFUL（マス
フル）」として，
数学の歴史や数
学者，美術や音
楽などの芸術分
野との関わりを
紹介する

・節の導入で，身
近な題材を扱
い，話し合い活
動を取り入れる
ため，「Ｑ」を
設ける

・章末の「数学へ
のいざない」と
して，章の内容
を深めたり広げ
たりする興味深
い事象を提示す
る

・「大切にしたい
数学的な見方・
考え方」で，数
学的な見方・考
え方を既習内容
の具体例を基に
紹介する

・実社会や生活，
先端テクノロジ
ーなどに関する
話題を取り上げ
る

・学習の導入で，
日常の事象を取
り上げ，生活と
関連付けて学習
に取り組めるよ
うにする

・「学習のとびら」
でその節の学習
を進めれば解決
できる身のまわ
りの問題などを
取り上げる

・学んだ内容を活
用して解決する
タイプの TRY を
各所に設ける

・「考えよう」「調
べよう」で，活
動的な話題や数
学に関する職業
について紹介す
る

・章の扉で，生徒
に疑問を抱か
せ，どうすれば
疑問を解消でき
るのかと興味を
引くようなこと
がらを写真やイ
ラストを使って
紹介する

・その疑問を数学
の問題として解
決していく過程
を丁寧に扱う

○ 主体的に学習に取り組む工夫
・「Ｑ（考えてみ
よう・調べてみ
よう）」で，「補
助発問」を手掛
かりに，生徒が
既習を生かすこ

・項の導入で「考
えよう」を設置
し，生徒自らが
問題や疑問を見
いだすことがで
きるようにする

・各章・各節のは
じめに「疑問を
発見する」ペー
ジを設定し，身
のまわりの生活
や数学の学習の

・「○章を学習す
る前に」や「も
どって確認」で，
適宜，既習内容
を振り返ること
ができるように

・これまでに学ん
だことを基にし
て考え，予想し
て，新しい学び
につなげる「ひ
ろげよう」を設

・章や節の最初で，
身のまわりにあ
る事象から数学
を見いだすこと
ができるように
する

・巻頭に「主体的
に学習に取り組
む態度」とはど
のような態度な
のかが生徒や保
護者にも分かる
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とができるよう
にする

・章の問題Ａに章
で働かせた見方
・考え方を振り
返ってレポート
にまとめる「章
のふり返りレポ
ート」を新設す
る

・学習の区切りで，
学んだことを振
り返ることを促
す質問を設ける

中から疑問を発
見できるように
する

・章末の「できる
ようになったこ
と・さらに学ん
でみたいこと」
で，自己評価を
行うことができ
るようにする

する

・章末「学習のま
とめ」で，学習
感想を書かせる
場面を設け，学
習を振り返って
評価・改善でき
るようにする

定する

・自らの学習を調
整しながら学べ
るコーナー「数
学広場」を設け
る

・生徒キャラクタ
ーの対話場面を
示し，課題に取
り組む際にどの
ようなことに着
目すればよい
か，一目で分か
るようにする

ように，具体例
とともに明示す
る

・各章で，数学の
よさについて考
える活動や数学
を生活や学習に
生かす活動を適
宜設ける

○ 使用上の便宜
・小さい文字にＵ
Ｄフォントを使
用

・カラーＵＤの徹
底

・二次元コードを
掲載

・文章を文節改行

・ＵＤフォントを
使用

・レイアウトの工
夫

・二次元コードを
掲載

・カラーＵＤの徹
底

・二次元コードを
掲載

・文章を文節改行

・ＵＤフォントを
使用

・余白を生かした
レイアウト

・二次元コードを
掲載

・文章を文節改行

・ＵＤフォントを
使用

・色覚の特性によ
らない配色

・二次元コードを
掲載

・文章を文節改行

・ＵＤフォントを
使用

・色覚の特性によ
らない配色

・二次元コードを
掲載

・文章を文節改行

・ＵＤフォントを
使用

・色覚の特性によ
らない配色

・二次元コードを
掲載

・文章を文節改行

指導上の配慮等

○ 地域素材
・北海道の最低気
温が扱われてい
る（第１学年）

・北海道に関わる
問題文や写真，
地図が扱われて
いる（第１，３
学年）

・旭川市の最高・
最低気温が扱わ
れている（第１
学年）

・北海道に関わる
問題文や写真，
地図等が扱われ
ている（全学年）

・北海道の最高気
温が扱われてい
る（第１学年）

・北海道に関わる
問題文や写真，
地図等が扱われ
ている（全学年）

・旭川市彫刻美術
館の写真が掲載
されている（第
２学年）

・北海道に関わる
問題文や写真，
地図等が扱われ
ている（全学年）

・旭川市の気温を
求める問題が扱
われている（第
１学年）

・北海道に関わる
問題文や写真，
地図等が扱われ
ている（全学年）

・北海道の気温が
扱われている
（第１学年）

・北海道に関わる
写真や地図が扱
われている（第
１学年）

・北海道の気温が
扱われている
（第１学年）

・北海道に関わる
問題文や写真等
が扱われている
（第１，３学年）

○ ＩＣＴの活用
・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・練習問題で，解
決のヒントが段
階に応じて表示
される

・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・社会で数学が生
かされた資料が
閲覧できる

・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・練習問題で，基
礎的・基本的な
内容の習熟が図
られる

・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・練習問題で，必
要に応じて考え
方のヒントを確
認しながら問題
解決ができる

・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・練習問題で，基
礎的・基本的な
内容の習熟が図
られる

・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・練習問題で，習
熟度に応じて学
ぶことができる

・図形を動かすシ
ミュレーション
や動画などのデ
ジタルコンテン
ツを扱う

・練習問題で，基
礎的・基本的な
内容の習熟が図
られる

○ 小中連携した指導
・巻頭目次の「前
の学習」や巻末
の「数学の目で
ふり返ろう」で，
小学校の既習事
項と中学校数学
との系統性を示
す

・本文中の「ちょ
っと確認」や巻

・巻頭目次の「こ
れまでに学んだ
こと」で，小学
校の既習事項と
中学校数学との
系統性を示す

・本文中の「思い
出そう」や巻末

・巻頭目次の「小
学校で学んだこ
と」で，小学校
の既習事項と中
学校数学との系
統性を示す

・各領域の「ふり
かえり」で，小

・巻頭目次の「ふ
りかえり」や巻
末の「学びのマ
ップ」で，小学
校の既習事項と
中学校数学との
系統性を示す

・本文中の「もど
って確認」で，

・本文中の「ふり
かえり」や本文
中と巻末の「学
びをふりかえろ
う」で，小学校
の学習内容を振
り返る

・巻末の「中学１
年のまとめ」で，
小学校の既習事
項と中学校数学
との系統性を示
す

・本文中の「ふり
かえり」で，小

・巻頭目次の「算
数で学んだこ
と」で，小学校
の既習事項と中
学校数学との系
統性を示す

・本文中の「確か
め」や巻末の「算
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末の「学びのベ
ース」で，小学
校の学習内容を
振り返る

「小学校算数の
ふり返り」で，
小学校の学習内
容を振り返る

学校の学習内容
を振り返る

小学校の学習内
容を振り返る

学校の学習内容
を振り返る

数の確かめ」で，
小学校の学習内
容を振り返る

本市生徒の学習
の状況等

○ 既習の学習内容を手掛かりに，新たな課題を解決しようとする態度の育成
・本文中の「ちょ
っと確認」で既
習の学習内容を
明示する（全学
年）

・巻頭の「大切に
したい数学の学
び方」で，問題
解決的な学習が
展開できるよう
にする（全学年）

・本文中の「思い
出そう」で既習
内容を明示する
（全学年）

・巻頭の「数学の
世界へようこ
そ」で，問題解
決的な学習が展
開できるように
する（全学年）

・各領域の「ふり
かえり」で既習
内容を明示する
（全学年）

・巻頭の「この教
科書を使った数
学の学び方」で，
問題解決的な学
習が展開できる
ようにする（全
学年）

・本文中の「もど
って確認」で既
習内容を明示す
る（全学年）

・巻頭の「みんな
で数学をはじめ
よう！」や本文
中に「はてな？」
「なるほど！」
「だったら！？」
を位置付け，問
題解決的な学習
が展開できるよ
うにする（全学
年）

・本文中の「ふり
かえり」で，既
習内容を明示す
る（全学年）

・巻頭の「問題発
見・解決の流れ」
で，問題解決的
な学習が展開で
きるようにする
（全学年）

・本文中の「ふり
かえり」で既習
内容を明示する
（全学年）

・巻末の「学びの
自己評価」で問
題解決的な学習
が展開できるよ
うにする（全学
年）

・「次の章を学ぶ
前に」で既習内
容を明示する
（全学年）

・巻頭の「数学の
学習を始めよ
う！」で，問題
解決的な学習が
展開できるよう
にする（全学年）

○ 根拠等を明確にして説明する力の育成
・登場人物による
吹き出しで，数
学的な見方・考
え方を明示する

・単元終盤の「深
い学び」で，知
識・技能を活用
して表現する力
を育成する

・巻頭の「数学の
世界へようこ
そ」で，代表的
な数学的な見方
・考え方を明示
する

・「Ｑ判断しよう」
「Ｑ伝えよう」
で，学習した内
容を基に判断し
たり，周りの人
に考えを伝えた
りする

・導入問題の「Ｑ」
に数学的な見方
・考え方を明示
する

・単元終盤の「説
明する力をつけ
よう」で，論理
的に思考・判断
したり表現した
りする

・登場人物による
吹き出しで，数
学的な見方・考
え方を明示する

・「みんなに説明
しよう」や「話
し合ってみよ
う」のマークを
付けた問題で，
自分の考えを説
明したり，伝え
合ったりする

・登場人物による
吹き出しで，数
学的な見方・考
え方を明示する

・「説明しよう」
「話し合おう」
「まとめよう」
のマークを付け
た問題で，自分
の考えを説明し
たり，伝え合っ
たりする

・巻頭の「数学的
な見方・考え方」
で代表的な見方
・考え方を明示
する

・登場人物による
吹き出しで，対
話場面を設定
し，対話的な学
びを促す

・本文中の「大切
な見方・考え方」
で，数学的な見
方・考え方を明
示する

・「説明できるか
な？」のマーク
を付けた問題
で，数学的な表
現を用いて説明
する

○ 基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着
・授業の境目に「ク
イックチェッ
ク」や節末に「基
本の問題」を設
定する

・章末の「章の問
題」で，習熟度
に合わせて取り
組むことができ
る

・学習のはじめに
活動・例・例題
を適切に配置
し，学ぶことを
明確にする

・章末の「○章を
ふり返ろう」，
「力をのばそ
う」で，習熟度
に合わせて取り
組むことができ
る

・例題の解答をノ
ート形式で模範
的な解答の書き
方を示す

・章末の「〇章の
まとめの問題」
を基本・応用・
活用に分け，習
熟度に合わせて
取り組むことが
できる

・「例」と「問」
の間に「たしか
め」の問題を設
定し，スモール
ステップにより
生徒のつまづき
に対応する

・章末の「たしか
めよう」，「力
をのばそう」で，
習熟度に合わせ
て取り組むこと
ができる

・「例題」の直後
に，それになら
って解くことが
できる「問」を
配置する

・章末の「学びを
たしかめよう」，
「学びを身につ
けよう」で，習
熟度に合わせて
取り組むことが
できる

・「例」や「問」，
必要に応じて
「練習問題」を
細かく配置する

・章末の「問題Ａ」，
「問題Ｂ」で，
習熟度に合わせ
て取り組むこと
ができる

・小節ごとに「め
あて」を示した
り，「例」に見
出しを付け，学
習内容をつかみ
やすくする

・章末の「〇章の
問題」，「とり
くんでみよう」
で，習熟度に合
わせて取り組む
ことができる

数学-4


